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淺

見

節

二

本
書
の
著
者
ラ
ス
キ
ー
は

一
九
二
六
年
以
來
、
ロ
ン
ド
ン
大
學
敢
授
で
あ

つ
て
、
そ
の
主
著

に
よ
つ
て
、
所
謂
英
國
派
多
元
的

口
家
論
の
岡
將
・こ
し
て
、
既

に
我
國
に
も
,
度
々
紹
介

批
判
を
下
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
こ
に
紹
介
せ
ん
・こ
す
る

「
政
治
學
」
は
序
文
に
も
あ
る
や
う

に
、
蕾
著

「政
治
學
綱
要
」
の
要
約
,こ
言
は
れ
、
初
學
者
の
た
め

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
綱
要
」
出
版
以
來
六
年
の
歳
月
を
経
過
し
て
ゐ
る
た
め
、
理
論
的

に
、
所

々
脩
正
さ
れ
て
ゐ
る

窯
が
認
め
ら
れ
る
。

ハ
ロ
ル
ド

・
ジ

ヱ
i

・
ラ
ス

キ
ー

『
政
治
學

』

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

五

九
)

一

H
arold J. L

aski,  Politics. 1931.

T
he problem

 of Sovereignty,

1917; A
uthority in the m

odern state, 1919; Foundatins of Sovereignty, 1921; A
 gram

m
ar of Politics 1925;

L
iberty in the m

odern state, 1929;



ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
エ
ー
・
ラ
ス
キ
ー
「
政
治
學
』

(第
二
雀
第

一號
)

(B

六
〇
)

二

本
書
の
内
容
は
第

一
章

「國
家
の
性
質
」
第
二
章

「
國
家
の
社
會
に
お
け
る
地
位
」
第
三
章

「
國
家
の
組
織
」
第
四
章

「
國
家
ε

國
際
社
會
」
の
四
章
に
分
れ
國
家
理
論
か
ら
國
家
政
策
論
に
至
り
,
後
者
の
方
に
重
鮎
を
置
か
れ
て
ゐ
る
様

に
見
え
る
が
、
全
髄
的

の
理
解
か
ら
言
つ
て
も
、
本
書
の
構
成
の
黙
か
ら
言
つ
て
も
,
章
の
順
序
に
從
つ
て
紹
介
す
る
方
が
好
い
で
あ
ら
う
。

二

第

一
章

「
國
家
の
性
質
」
に
於
て
、
ラ

ス
キ
ー
は
あ
る
が
ま
ま
の
國
家

に
つ
い
て
の
法
秩
序
,こ
し
て
の
観
察
.こ
,
そ
の
法
秩
序
の

内
容
の
具
体
的
経
済

的
分
析
か
ら
,
更
に
ゾ
レ
ζ
こ
し
て
の
國
家
梅
成
論
に
論
を
進
め
て
ゐ
る
が
、
先
づ
、
彼
の
國
家
に
つ
い
て
の

法
秩
序
(
I
e
g
a
l
 
o
r
d
e
r
 
)
と

し
て
の
観
察
と

は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
か
。

『現
代
の
総
て
の
市
民
は
、
何
れ
も
國
家
の
臣
民
で
あ
る
o
彼
は
、
法
律
上
、
國
家
の
秩
序
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
彼
の
生
活
領
域
は
、
國

家
の
作
成
す
る
規
範
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
之
等
の
國
家
の
規
範
は
法
(富
芝
)で
あ
る
』

(
=
二
頁
)

と
法
概
念
よ
り
ご
き
お
こ
し
、
國
家
の
本
質
は

『領
土
内
の
総
て
の
人
に
法
を
彊
行
す
べ
き
能
力
に
存
す

る
』

(
=
一責
)
と

法
強

行
能
力
を
も
つ
て
、
他
の
自
由
團
體
・こ
涯
別
し
、
更
に
詳
言
す
れ
ば

『國
家
は
、
國
法
か
一強
行
す
べ
き
擢
能
ざ
、
そ
の
た
め
に
強
力
を
與
へ
ら
れ
た
る
政
府
・こ
称
する

一團
ざ
、
其
の
他
の
人
民
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
た
る
地

域
社
會
(
t
e
r
r
i
t
o
v
i
a
l
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

で
あ
る
」

二

五
頁
)



ε
國

家

に

つ

い
て

の

國

法

の

強
行

者

及

び

,
地

域
社

會

で

あ

る
事

を
明

に
し
,

結

局

に

お

い

て

『
國

家

は
、

法

律

上

、

政

府

,こ
称
す

べ

き

人

人

が

國
家

の

名

に

お
い

て
人

民

に
課

し

た
命

令

の

組

織

」

(
二
九
頁
)
即

『
法
秩

序
』

(
三
八
頁
)
で

あ

る

ーこ
噺

定

す

る

。

か

く

て
、

國

家

を

法
秩

序

,こ
し

て
観

察

す

る
以

上

主
権

概

念

も

亦
法

主
懐
と

な

ら
ざ

る

を
得

な

い

の
で

あ

る

が
,

彼

は
法

律

上

、

國

家

に

お

い

て
最

高

な

る
意

思

を

圭
権

意

意
(
s
o
v
e
v
e
i
g
n
 
w
i
l
l
)
と

名
づ

け

る
。
然

ら
ば

彼

は
主

櫻

を
如

何

に
解

す

る
か

唱こ
言

へ
ば

『
主
擢
は
、
ず
べ
て
の
國
家

に
存
し
、
他

の
如
何
な
る
意
志
か
ら
も
命
令
を
受
け
ず
、
且

つ
終
局
に
お
い
て
、
そ
の
標
威
を
他

の
も
の
に
譲
渡
し
褥
る
も

の
で
は
な
い
」

(
一
五
頁
)
又

『
國
家
の
法
は
…
…
他
の
す
べ
て
の
規
則
よ
り
も
最
高
で
あ
る
』

(
一
六
頁
)

の
示

す

や
う

に
、

國

家

の
法

主
標

を
認

め

た

如

き
表

現

を

用

ひ

、

一
方

ラ

ス
キ
ー

が

亦

『
國
家
の
命
令
は
…
…
個
人
の
属
ず
る
他

の
團
体
の
要
求
よ
り
も
、
其
の
法
的
要
求
に
お
い
て
、
優
勝
的
で
あ
る
』

(
=
一頁

)

,こ
言

つ

て

ゐ

る

所

を
見

れ

ば

、

本

書

に

お

い

て

は
、

國

家

の
意

思

即

國

法

は
他

の
団
体

の

意

思

に
優

越

す

る
も

の

ーこ
考

へ
ら

れ

て

ゐ

④

る
の

で
あ

る

か

ら
、

奮

著

の

多

元
的

國

家

論

即
複

数
主
権

論

は
脩

正

さ
れ

た
も

の

ーこ
見

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
。

①
一

「
政
治
學
綱
要
」
参
照
…
…
彼
は

「
綱
要
」
に
お
い
て
は
オ
ー
ス
チ

ン
の
や
う
な
主
権

の
法
理
論
か
一排
斥
し
、
自
己

の
政
治
的
、
社
會
學
的
主
権
論

を
主
張

し
、
此
の
意
味
に
お
い
て
、
團
体

(
國
家
以
外

の
)
も
國
家
ざ
同
じ
く
主
権
を
持
つ
て
ゐ
る
事
を
高
調

し
て
ゐ
る
。

■

上
述

の
如

く
、

國
家

は
自

ら

の
主

擢

に
基

い

て
、

人

民

に

「
命

令

」

即

「
法
」

を

實

施

す

る
の

で
あ

る

が

、

そ

の
法

の
内

容

は
如

ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ェ
ー

三
Z
ス
キ
ー

『
政
治
學
」

(
第

二
翁
第

一
號
)

(
B

六

一
)

三



ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
エ
ー
・
ラ
ス
キ
ー
「政
治
學
』

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

六
二
)

四

何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
に
ーこ
つ
て
は
國
家
の
法
理
的
観
察
の
み
を
も
つ
て
し
て
は
未
だ
不
充
分
に
し
て
、
そ
の
法
の
歴
史
的

實
謹
的
社
會
學
的
研
究
こ
そ
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
彼
は
言

ふ
。

『
國
民
は
、
國
家
に
対
し

て
、
自
己
の
種
々
な
る
欲
望
が
法
典
化
さ
れ
る
や
う
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
局
國
法
,こ
な
る
べ

き
欲
望
の
内
容
は
、

「
理
性
的
」

(
r
e
a
s
o
n
a
b
l
e

)
な
も
の
で
は
な
く
、
又
は

「
公
正
」

(
j
u
s
t
i
c
e

)
で
も
な

く
し

て
、
経
済

上
の

優
者
の
欲
望
で
あ

つ
て
、
そ
の
経
済

上
の
優
者
の
意
思
は
経
済
力
の
変
化
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
う、、同
時
に
、
叉
は

一
定
期
間
を
お
い

て
、
國
法
に
反
映
す
る
」

(
二
五
頁
1
ー
二
八
頁
)

な
ん
,こ
な
れ
ば
國
家
は
現
實
に
お
い
て
政
府
を
意
味
す

る
の
で
あ
り
、
政
府
の
命

令
如
何
は
,
よ
つ
て
た
つ
経
済
社
會
的
地
盤

に
依
嫁
す
る
か
ら
で
あ
る
。
く、
。
國
家
或
は
法
の
階
級
的
作
用
を
高
調
し
て
ゐ
る
。

か
く
て
、
國
法
は
現
實

に
お
い
て
、
國
家
の
少
数
者
の
意
思
の
反
映
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
多
数
者
に
,こ
つ
て
は
、
必
然
的
に

張
制
,こ
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
國
家
は
こ
の
法
内
容
を
し
て
、
普
遍
的
な
る
國
民
全
燈
の
意
思
と

見
徹
し
、
且
つ
見
傲
さ
ざ

る
を
得
な
い
立
場

よ
り
、
國
民
全
罷

に
法
を
強
行
す

る
の
で
あ

る
か
ら
、
國
法
に
從
は
ざ
る
も
の
は
違
法

者
、
犯
罪
者
・、旨し
て
罰
せ

ら
れ
る
。
故
に
國
家
或
は
國
法
の
厨
性
よ
り

「
強
制
」
を
事
實
に
お
い
て
取
り
除
く
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
、
國
家
或
は
國
法
の
厨
性
,こ
し
て
の

「
強
制
」
は

「
本
來
暴
力
で
あ
り
、
倫
理
的
基
礎

に
立
つ
も
の
で
は
な
い
」

(三
五
頁
)

が
故
に
、
そ
れ
は
許
さ
る
べ
き
罪
悪
に
し
て
も
そ
の
存
在
の
合
理
的
方
法
が
考
案
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
、
此
の
問
題
は
我



々
を
ラ
ス
キ
ー
の
國
家
政
策
論
に
導
く
も
の
で
あ
る
。

三

ラ

ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
國
家
或
は
法
の

合
理
性

は
,

『
個
人
の
欲

欲
の
充
足
』

(三
九
頁
叉
ハ
四
〇
頁
)

の
能
、
不
能
如
何
に
か
か

る
。

『
個
人
の
欲
望
の
最
少
の
犠
牲
に
於
て
、
そ
の
最
大
の
満
足
を
得
せ
し
め
る
」

(三
九
頁
)

程
度
に
應
じ

て
、
そ
の
強
制
が
正

常
硯
さ
れ
、
又
國
家
は
か
か
る
欲
望
の
満
足
を
實
現
し
得
る
能
力
如
何
に
よ
つ
て
、
そ
の
正
邪
が
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て

彼
は
個
人
の
欲
望
の
分
析
を
試
み
る
。

個
人
の
欲
望
の
最
た
る
も
の
は
幸
幅

(
h
a
p
p
i
n
e
s
s

)
で
あ
る
が
、
個
人
は
も
ーこ
よ
り
國
家
の
構
成
員
た

る
ば
か
り
で
は
な
く
て
、

彼
は
労
働
組
合
、
教
會

、
そ
の
他
の
團
體

に
驕
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
個
人
の
人
絡
は
プ
ラ
グ

マ
チ
ズ

ム
の
首
唱
者
ジ
エ
ー
ム
ス
の

言

ふ
や
う
に
、
多
方
面
に
獲
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
個
人
の
幸
福

の
實
現
方
法
も
種
々
の
方
面

に
現
れ
る
。
こ
こ
に
於
て
、

個
人
,こ
國
家
、
個
人
,こ
國
家
以
外
の
團
體
、
及
び
國
家
・こ
國
家
以
外
の
團
體
な
さ
の
諸
関
係

の
問
題
が
生
じ
る
。
先
づ
國
家
・こ
個
人

との
関
係

は
如
何
。
即
國
家
は
個
人
の
幸
旛
の
實
現
の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
で
あ
る
か
。

各
個
人
が
個
性
を
持

つ
以
上
、
個
人
の
欲
望
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ

る
の

で
あ
る

が

(
「
近
代
國
家

に
お
け
る
自
由
」
参
照
)

『
客
観
的
に
は
是
な
く
し
て
は
、

一
般
人
に
満
足
な
、
又
幸
福
な
生
活
を
な
さ
し
め
得
な
い
基
本
條
件
が
あ
る
。
こ
の
基
本
條
件
を

ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
エ
ー
・
ラ
ス
キ
ー
『
政
治
學
』

(第
二
巻
第

一號
)

(B

六
三
)

五



ハ
ロ
ル
ド
・
ジ

エ
ー

・
ラ
ス
キ
i

「
政
治
學
』

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

六
四
)

六

②

確
保
す
る
事
が
、
國
家
み
つ
か
ら
の
職
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』

(第
二
章
四
四
頁
)

そ
し
て
か
か
る
客
観
的
基
本
條
件
を
認
め
る
な

ら
ば
、
個
人
の
自
由
は
既
に
縄
髄
で
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
彼
が
社
會
化
さ
れ
た
る
個
人
主
義

的
自
由
主
義

者
ご
稔
せ
ら
れ
た
所
以
で

あ
ら
う
。

然
る
に
ラ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
.
権
利
は

『
各
人
が
幸
福
を
得
る
に
必
須
の
條
件
」

(四
五
頁
)

そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
,
上
述
の

基
本
條
件
は
権
利
の
内
客
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
抽
象
的
な
る
幸
稲
の
観
念
は
,
現
代
に
お
い
て
具
麗
的
に
は
、
如
何
な
る

内
客
を
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
.こ
い
ふ
に
、
そ
れ
は
言
論
、
集
會
、
結
社
な
,こ
の
自
由
権
、
労
働
権

、
教
育
享
受
権
、
及
び
そ
の

他
の
所
謂
民
主
主
義

に
鉄
ぐ
ぺ
か
ら
ざ
る
権
利
権
系
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

(
「近
代
國
家
に
お
け
る
自
由
」
及
び
「政
治
學
綱
要
」参
照
)

②

ラ
ス
キ
ー
は
菖
著

「綱
要
」
に
お
い
て
、
國
家
は
「
清
費
者
」
の
立
場
を
代
表
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ざ
胆
言
し
、
こ
れ
ら
の
基
本
條
件
を
確
保
す
べ

き
も
の
で
あ
る
ざ
説
い
て
ゐ
る
。
本
書
に
お
¢
て
は

「消
費
者
」
の
言
葉
は
な
い
が
、
そ
の
論
旨
は
落
著
し
同
じ
く
清
費
者
准
代
表
ず
べ
き
も
の
で
あ

ら
う
i

筆
者

し
か
し
、
か
か
る
國
家
改
造
案
は
、
現
實
の
経
済

制
度
上
よ
り
見
る
時
は
、
何
等
の
儂
値
を
持
た
な
い
で
あ
ら
う
。
も
・こ
よ
り
彼

も
是
を
認
め
て
ゐ
る
。
即
ち
、
是
等
上
述
の
権
利
醗
系
は
,
多
か
れ
、
少
か
れ
、
経
済

上
の
優
者
の
恣
意

に
支
配
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
。
從

つ
て

『
國
家
の
目
的

(
上
述
の
権
利
體
系

の
實
現
を
さ
す
ー
筆
者
)
は
、
國
民
間
に
、
そ
の
國
民

の
欲
望
を
國
法
に
實
現
す



べ
き
力
に
非
常
な
差
異
の
あ
る
,こ
こ
ろ
で
は
、
實
現
す
る
事
が
出
來
な
い
。
し
か
も
か
く
の
如
き
差
異

は
、
経
済

上
の
地
位
の
優
劣

に
由
來
す
る
』

(五
七
頁
)

の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
上
述
の
権
利
髄
系
を
實
現
す
る
た
め
に
は
、
更

に
根
本
に
湖

つ
て
、
國
家
の
経

濟
機
構
の
改
造
に
至
ら

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
如
何
な
る
理
由
な
の
で
あ
ら
う
か
、

本
書
に
お
い
て
は
そ
れ
に
徹
底
せ
ず

し
て
、
現
在
個
人
の
・こ
る
べ
き
方
法
は
、

『
各
人
の
生
活
に
対
し
、
國
法
の
規
定
す
る
所
如
何
に
ょ
つ
て
、
又
そ
の
國
法
の
個
人
に

及
ぼ
す
結
果
如
何
に
よ
つ
て
、
國
法
の
正
邪
を
判
噺
す
る
事
で
あ
る
。
』

(五
八
頁
)

即
ち
國
法
の
最
後
の
判
定
者
は
個
人
で
あ
り

國
家
の
統
制
が
個
人
の
欲
望
又
は
幸
福

に
反
す
る
時
は
、
そ
れ
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
く
し
て
彼
は

『
法
律
否
定
権

は
國
法
に
よ
つ
て
、
そ
の
欲
求
の
實
現
が
否
定
さ
れ
た
る
人
が
行
使
す
べ
き
保
留
能
力

(
r
e
s
e
r
v
e
 
 
p
o
w
e
r

)
で
あ
る
』

(
五
八
頁
)

・こ
し
て
、
積
極
的
な
る
現
経
済

制
度
改
造
を
主
張
せ
ず
し
て
、
消
極
的
な
る
ア
ナ
ル
キ
ー
的
議
論
を
展
開
す

る
に
止

つ
て
ゐ
る
。

次

に
、
術
個
人
は
國
家
の
構
成
員
た
る
の
み
で
は
な
く
、
他
の
團
體

に
驕
し
つ
つ
、
各
自
、
自
己
の
欲
望
の
實
現
を
圖
つ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
各
個
人
と
團
體

,こ
の
関
係

,
團
體

,こ
國
家
・こ
の
関
係

が
合
理
的
に
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
ら
ば
此
等
の
問
題
を
,
彼
は
如
何
に
解
す
る
の
で
あ
る
か
。
個
人
は
社
會
的
の
動
物
で
あ

つ
て
、
其

の
欲
望
の
實
現
も
亦
、

一

個
入
で
は
無
力
で
あ
る
。
故
に
目
的
を
同
じ
く
す
る
も
の
相
集
る
。
こ
こ
に
團
體

が
生
じ
る
。

『
法
律
的

に
言

へ
ば
、
こ
れ
ら
の
團

髄

は
、
概

ね
彼
等
の
要
求
を
國
法
化
せ
ん
こ
と

に
努
力
し
て
ゐ
る
』

(六
六
頁
)
團
體

は
、
そ
の
團
體
焼

成
員
の
欲
望
實
現
の
た
め

ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
エ
ー
・
ラ
ス
キ
ー
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學
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五
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六
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八

に
存
在
し
て
、
團
體

は
各
々
そ
の
固
有
の
機
能
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
其
の
限
り
に
お
い
て
、
自
主
自
律
的
の
も
の
で
あ
る
。
故
に

団
体

の
生
命
は
國
家
か
ら
與

へ
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
社
會
生
活

は
國
家
の
存
在
範
囲

よ
り
も
廣
大
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

"
a
n
y
 
s
o
s
i
e
t
y
 
a
t
 
b
o
t
t
o
m
 
i
s
 
e
s
s
e
n
t
i
a
l
l
y
 
a
s
 
f
e
d
e
r
a
l
 
i
n
 
n
a
t
u
r
e
"

(六
八
頁
)

で
あ
る
か
ら

。
"
T
h
e
 
s
t
a
t
e
 
i
s
,
 
f
o
r
m
a
l
 
l
a
w

a
p
a
r
t
,
 
o
n
e
 
w
i
t
h
 
o
t
h
e
r
 
a
s
s
o
e
i
a
t
o
n
s
,
 
a
n
d
 
n
o
t
 
o
v
e
r
 
a
n
d
 
a
b
o
v
e
 
t
h
e
m
"

(六
八
頁
)

で
あ
る
。

從

つ
て
國
家
も
亦
,
實
質
に
お
い
て
は
、

一
大
社
會
の

一
部
分
で
あ
つ
て
、
他
の
諸
團
體

,こ
並
列
的
に
存
在
し
、
法
律
的

・
機
能

的

・
道
徳
的
の
全
範
囲

に
互
つ
て
、
他
の
諸
団
体

に
優
越
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
る
程
、
國
家
は
前
述
の
や
う
に
、
形
式
的

・
法

律
的
見
地
に
お
い
て
は
他
の
諸
團
體

に
優
越
す
る
の
で
あ
る
が
、
實
質
に
お
い
て
並
列
的
で
あ
る
た
め
、
"
I
t
s
 
s
u
p
r
e
m
a
c
y
 
o
v
e
rt

h
e
m
 
s
h
o
u
l
d
 
r
e
m
a
i
n
,
 
s
o
 
f
a
r
 
a
s
 
p
o
s
s
i
b
l
e
,
 
m
e
r
e
l
y
 
f
o
r
m
a
l
 
a
n
d
 
u
n
a
s
s
e
r
t
e
d
"

(六
七
頁
)

で
あ

る
。

か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
國
家
を
實
質
に
お
い
て
、
他
の
諸
團
體

,こ
並
列
的
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
各
種
の
團
體

を
し
て
、
國

家
の
行
政
に
關
與
せ
し
め
、
各
團
體

の
意
思
を
國
法
に
反
映

せ
し
め
、
更

に
、
中
央
集
権

よ
の
.
地
方
分
権
制
,こ
各
種
の
團
體

の
機

能
分
権

制
・こ
へ
向
は
し
め
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

か
や
う
な
状
態
の
下
に
お
い
て
、
國
法
は
初
め
て
社
會
生
活
の
實
情
に
即
し
,
ま
た
各
人
の
幸
幅
を
實
現
し
得
る
で
あ
ら
う
。
こ

れ
、
所
謂
、
ラ
ス
キ
ー
の
多
元
的
國
家
論
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
現
實
社
會

の
多
元
的
説
明
で
は
な
く
し
て
、
國
家
改
邉
論
,こ
し



て
の
多
元
的
國
家
論
が
唱

へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
吾
々
の
注
意
す
べ
き
鮎

は
國
家
の
職
能
で
あ
る
。
ラ

ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
各
人
の
生
存
の
基
本
條
件
の
維
持
と

全
然
形
式
的
の
意
味
に
お
け
る
、
各
團
體

.
各
個
人
の
法
統
制
と
の
二
つ
を
も
つ
て
、
國
家
の
職
能
と
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
家

は
實
質
的
に
他
の
諸
団
体

ぐ
」並
列
的
で
あ
る
が
、
更

に
こ
れ
を
そ
の
特
殊
の
機
能
よ
の
見
る
時
ラ
ス
キ
ー
の
説
を
徹
底
す
れ
ば
、
國

家
は
實
質
的
に
も
他
の
諸
團
體

の
上
位
に
位
す
べ
き
傾
き
を
も
た
な
い
で
あ
ら
う
か
。
果
し
て
然
り
・こ
す

れ
ば
か
か
る
デ
ス
キ
ー
の

主
張

は
結
局

マ
キ
イ
バ
ー
の
國
家

論
,、」異
な
る
所
は
な
い
。
こ
の
點

は
多
元
的
國
家
論
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
つ
て
、
實

に
重
大

な
る
黙
で
あ
る
が
,
し
か
も
そ
の
鮎
に
お
い
て
不
明
確
で
あ
る
・こ
言

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
吾

々
は

一
歩
譲

り
、
社
會

學
的
に
は
各
團

髄
の
自
圭
性
を
主
張
す
る
か
ら
、
彼
を
多
元
的
國
家
論
者
,こ
呼
ぶ
こ
悔こ
は
出
來
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
理
晦
に
は
、
國
法
の
優
越

を
主
張
し
て
ゐ
る
が
故
に
多
元
的
國
家
論
者
・こ
樗
し
得

ぬ
で
あ
ら
う
。

③

次
の
第
三
章
に
お
い
て
こ
の
事
が
具
体
的
に
証
明
さ
れ
る
ざ
思
ふ
〇

四

上
述
せ
し
如
き
指
導
理
論
に
基
い
て
、
第
三
章
に
國
家
構
成

の
具
賂
…案
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
理
想
・こ
し
て
完
全
な
る
立
憲

民
主
組
織
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
事
實
問
題
を
考
慮
し
て
、
現
實
可
能
の
範
囲

に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
論
鐵
は
凡
そ
次
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ロ
ル
ド
●
ジ
エ
1
●
ラ
ス
キ
i
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治
學
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一
〇

の
如
き
も
の
で
あ
ら
う
。

一
、
立
法
部
の
組
織
に
關
し
、
議
會
制
度
、
選
基
制
度
そ
の
他
に
つ
い
て
種

々
改
革
的
意
見
を
提
出
し
て
ゐ
る
が
、
結
局
立
法
部
噛、旨

行
政
首
脳
部

は
確
然
た
る
区
別
を
せ
ず
又
区
別
し
得
な
い
か
ら
、
議
曾
の
多
数
黛
の
委
負
會
の
如
き
も
の
を
し
て
政
府

,こ
し
、
こ

れ
を
し
て
立
法
、
行
政

に
關
與

せ
し
め
、
そ
の
政
策
途
行
を
徹
底
せ
し
む
る
,こ
共
に
責
任
の
所
在
を
明

な
ら
し
む
る
事
。

二
、
立
法
手
續

に
つ
い
て
は
、
大
綱
の
樹
立
機
關
,こ
細
目
の
作
成
機
關
,こ
を
区
別
し
、
細
目
に
つ
い
て
は
そ
の
専
門
的
顧
問
委
員
會

の
如
き
を
設
け
、
よ
つ
て
技
術
的
能
率
を
あ
げ
、
そ
の
蓮
行
を
社
會
實
情
に
適
せ
し
む
る
こ
,、」。

三
、
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
中
央
集
権

制
を
改
め
て
、
な
る
べ
く
地
方
分
権
制
及
各
團
體

ω
機
能
的
分
化

を
は
か
る
こ
ミ
。
こ
れ
は

國
民
の
欲
望
を
最
大
に
實
現
せ
し
む
る
所
以
で
あ
ら
う
。

四
、
ラ

ス
キ
ー
は
完
全
な
る
立
憲
民
主

制
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
制
度

は
必
然
的
に
政
党
政
治
,こ
な
る
。
か
く
て
政
党

に
お
け
る
官
吏
の
地
位
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
官
吏
と

は
政
府
の
決
定
し
た
る
政
策
を
執
行
す
る
多
数
の
人
人
を
い
ふ
。
そ
こ

で
彼
は
官
吏
に
つ
い
て
は
所
謂
政
治
関
係

に
介
入
せ
ず
、
中
立
を
守
り
,
又
彼
等
の
能
率
増
進
及
硬
化
防
止
の
た
め
に
.
待
遇
の

改
善
を
な
し
、
特
殊
の
專
門
的
事
項
に
つ
い
て
顧
簡

委
員
制
度
を
設
け
て
現
實
の
社
會
情
勢
に
適
磨
せ
し
む
る
こ
,、、等
を
論
じ
て

ゐ
る
。
就
中
注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
官
吏
の
罷
業
標

を
否
定
せ
ん
ーこ
す
る
傾
あ
る
事
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
た
め
に
政
府
,こ
下
級
官



吏
,こ
の
紛
事
を
調
停
す
べ
き
調
停
機
腕
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
,こ
論
じ
る

五
、
司
法
部
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
独
立

が
民
主
主
義
の
た
め
に
最
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
司
法
官
の
任
用
方
法

.
俸

級

●
昇
進
制
度
等
が
述
べ
ら
れ
る
o

こ
れ
ら
す
べ
て
の
議
論
は
,
從
來
の
三
権
分
立

に
基
礎
を
お
け
る
漸
進
的
の
改
造
案
で
あ

つ
て
、
ラ
ス
キ
ー
の
改
良
主
義
的
立
場

を

㈹

最
も
よ
く
現
し
て
ゐ
る
も
の
く」言
ひ
得
よ
う
。

④

國
家
組
織
の
詳
紬
は
本
書
に
て
は
展
開
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
故
に
政
治
學
綱
要
を
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

五

こ
れ
ま
で
私
は
ラ
ス
キ
ー
と
共

に
、
國
家
の
内
部
開
係
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
更

に
國
際
関
係

に
つ
い
て
考

察
し
た
い
・こ
思
ふ
。

ラ

ス
キ
ー
は
、
こ
こ
に
お
い
て
ボ
ツ
ブ
ス
及
び
オ
ー
ス
チ
ン
の
傳
統
的
國
家
論

・
國
家
圭
構
論
を
批
判
し

つ
つ
、
多
元
的
國
家
観

の
立
場
か
ら
こ
れ
の
説
述
を
試
み
る
。

現
代
は
民
族
國
家

・
立
憲
國
家
の
成
立
當
初
と
異
な
つ
て
、
科
學
及
経
済

の
嚢
達
は
從
來
よ
り
も
各
國
家
の
孤
立
を
不
可
能
な
ら

し
め
る
に
至
つ
た
。

一
國
家
の
経
済

政
策
は
、
忽
ち
他
國
家
に
影
響
を
與

へ
、

一
國
家
の
恣
意
に
放
任
す
れ
ば
、
必
然
的

に
戦
争
状

ハ
ロ
ル
ド
●
ジ
エ
ー
●
ラ
ス
キ
ー

『政
治
墨
」

(第
二
霧
第
一
號
)
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六
九
)
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〇
)

=
一

態

・
無
秩
序
状
態
が
発
生

す
る
可
能
性
が
存
す
る
。

だ
が
吾
々
は
戦
争
よ
り
も
平
和
を
愛
す
る
。

『
吾
々
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
る
も
の
は
、
國
家
の
分
離

で
は
な
く
て
國
際
的
相
互
依

存
で
あ
り
、
國
家
間
の
衝
突
で
は
な
く
し
て
.
そ
の
協
同
の
必
要
で
あ
る
』

(
一
五

一頁
)

そ
の
た
め
に
、
秩
序
規
則
が
必
要
で
あ

る
。
此
等
の
秩
序
は
即
ち
國
際
法
で
あ
る
。
國
際
法
・こ
は

『
相
互
的
接
触

を
有
す
る
國
家
及
び
そ
の
市
民

に
つ
い
て
の
組
織
さ
れ
た

る
規
律
の
髄
系
で
あ
り
」

(
=
充
頁
)

『
國
家
の
相
互
依
存
は

み
つ
か
ら

世
界
社
會

(
w
o
r
l
d
c
o
m
m
u
n
i
t
y

)
或
は
國
際
社
會

(潜

s
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
s
t
a
t
e
s

)
を
必
要
・こ
す
る
。
し
か
も
國
際
社
會
は
、
そ
れ
み
つ
か
ら
の
法
令
を
持
ち
、
此
の
法
令
は
爾
鯨
の
法
令
に
優
越

す
る
も
の
で
あ
る
」

(
=
二
三
頁
)
が
故
に
ラ
ス
キ
ー
は
國
家
を
大
社
會

(
g
r
e
a
t
 
s
o
c
i
e
t
y

)

の
内
部
に
お
け
る

一
の
地
方
團
腿
の
如

き
も
の
,こ
見
る
の
で
あ
つ
て
、
各
地
方
團
體

特
有
の
事
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
團
體

(
即
國
家
)
そ
れ
ぞ
れ
、
自
主
独
立

で
あ
り
な

が
ら
、
し
か
も
國
際
社
會
の
共
通
事
項
に
つ
い
て
は
,
國
際
社
會
の
意
思
の
も
・こ
に
た

つ
も
の
ーこ
す
る
も
の
で
あ
る
。

■

こ
こ
に
國
家
の
内
部
関
係

に
お
い
て
國
家
と
他
の
諸
團
腿
,こ
の
関
係

を
説
け
る
彼
の
理
論
が
磨
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
從

つ

て
、
國
際
法
は
國
法
に
優
越
し
、
國
法
は
國
際
事
項
に
つ
い
て
、
國
際
法
に
矛
盾
し
て
は
な
ら
な
い
・こ
、
彼
は
主
張
す
る
の
あ
で
る
。

し
か
も
彼
は
此
の
理
論

に
は
人
人
の
反
対
論
少
く
な
い
事
を
豫
想
し
て
、

一
、
主
堰
概
念
の
歴
史

的
段
階
的
考
察
よ
り
す
れ
ば
.
國
家
の
主
権
性
は
、
現
代
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。



二
、
現
實
に
於
,、
、
國
際
聯
盟
の
登
生
、
國
際
仲
裁
裁
判
所

の
設
置
、
其
他
國
際
機
關
の
嚢
達
の
傾
向

に
あ
る
こ
・こ
。

等
か
ら
こ
れ
ら
反
対

論
に
反
・駁
を
加

へ
て
ゐ
る
。

し
か
し
、
か
く
は
言

ふ
も
の
の
、
ラ
ス
キ
ー
は
、
現
今
の
國
際
聯
盟
の
組
織
の
不
完
全
、
國
際
関
係

の
悲
観
的
状
態
を
認
め
て
ゐ

る
か
ら
,
そ
の
將
來

に
つ
い
て
も
、
徒
ら
に
樂
観
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
來
闘
争
状
態
よ
り
も
平
和
の
方
を
好
も
し
き
も
の
と

し
、
且
つ

『
吾

々
が
平
和
状
態
を
作
り
出
さ
ず
し
て
は
自
由
も
幸
編
も
あ
り
得
な
い
」

(
一
五
〇
頁
)
・こ
主
張
し
て
ゐ
る
か
ら
、
國
際

協
調
に
努
力
す
る
能
動
的
の
立
場
か
ら
、
國
際
諸
機
關
の
饗
達

に
希
望
を
か
け
,
自
己
の
國
際
社
會
に
つ
い
て
の
改
造
案
の
實
現
せ

ん
こ
と

を
希

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ

に
よ
つ
て
,
こ
れ
を
観
る
に
、
ラ
ス
キ
ー
は
主
権
概
念
に
お
い
て
、
國
家
圭
確
よ
り
も
上
位
に
位
す
る
國
際
主
権
と

も
い
ふ

べ
き
も
の
を
認
め
よ
う
・こ
し
て
ゐ
る
か
の
如
く
考

へ
ら
れ
る
。
果
し
て
然
り
ーこ
す
れ
ば
、
か
か
る
第
四
章
の
主
権
概
念
は
第

一
章
の

室
権
概
念
,こ
如
何
な
る
関
係

に
立
つ
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
に
よ
れ
ば
、
國
家
の
法
は
封
内
的
に
は
、
法
律
上
、
他
の
諸
團
腿

に
優
越

す
る
主
権
性
を
把
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
封
外
的

に
は
國
際
法
秩
序
の
制
約
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
國
際
法
秩
序
が
最
高

に
し
て
主
堰
性
を
持
つ
も
の
・三
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
從

つ
て
第

一
章
の
國
家
主
権
の
概
念
は
國
家

内
の
諸
團
體

に
法
的
に
優

越
す
る
,こ
い
ふ
意
味
に
お
け
る
相
対
的

な
る
雫
権
概
念
,三
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
論
理
的
に
、
必
然
に
、

ハ
ロ
ル
ド
.
ジ
エ
i
.
ラ
ス
キ
ー

『政
治
學
』

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

七
一
)

=
二



ハ
ロ
ル
ド

・
ジ

エ
ー

・
ラ

ス
キ
ー

『
政
治

學
」

(
第

二
巻
第

噌
號

)

(
B

七

二
)

一
四

國
家
の
主
構
は
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
國
際
法
の
國
法
に
対
す

る
優
越
,こ
同
時
に
、
國
法
の
主
堰
性
を
認
め
た
如
き
表
現
を
用
ひ
て
ゐ
る
こ
と
は

矛
盾
,こ
い
ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
く
,こ
も
こ
の
點

に
於
て
,
表
現
の
不
充
分
,
不
明
確
を
暴
露
し
て
ゐ
る
ーこ
思
ふ
。

六

私
は
以
上
極
め
て
簡
単

な
が
ら
、
ラ
ス
キ
ー
の
國
家
論
を
批
評
し
つ
つ
、
紹
介
し
た
積
り
で
あ
る
が
、
今

一
度
全
般
的
な
る
感
想

を
述
べ
た
い
,こ
思
ふ
。

周
知
の
如
く
、
ラ
ス
キ
ー
の
政
治
思
想
の
底
流
に
は
プ
ラ
グ

マ
チ
ズ

ム
が
流
れ
て
居
つ
て
、
英
國
現
今
の
政
治
思
想
の
集
大
成
さ

れ
た
か
の
如
き
観
が
あ
る
が
、
本
書
の
科
學
方
法
論

・
眞
理
観

・
人
絡
観
の
う
ち
に
も
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ

ム
の
影
響
の
あ
ー、、が
見
受

け
ら
れ
る
。

し
か
し
て
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
幾
多
疑
問
の
鯨
地
の
あ
る
所
と
思

ふ
の
で
あ
る
が
、

一
五
二
頁

の
小
著
に
於
て
、
國
家
論

の
重
要
な
る
職
に
ふ
れ
、
極
め
て
手
際
よ
く
彼
の
思
想
傾
向
を
ま
.こ
め
て
ゐ
る
事
が
特
徴
を
な
す
で
あ
ら
う
。
故
に
英
國
現
今
の
政

治
思
想
を
知
ら
ん
ーこ
す
る
も
の
及
び
、

一
般
政
治
研
究
者
に
も
好
著
た
る
を
失
は
な
い
で
あ
ら
う
。

附
記

紙
数

の
制
限
に
よ
り
、
た
.》
不
充
分
な
る
紹
介
に
止
ま

つ
た
。
ラ
ス
キ
ー
の
國
家
論
に

つ
い
て
の
批
詐

、
就
中
そ
の
圭
擢
論
、
方
法
論
に
つ
い
て

は
種

々
の
べ
た
き
も

一
先

つ
筆
を
欄
く
。

・

(
一
九
三

一
.
蜘一
〇

.
「
0
)


